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・自由勾配側溝や道路側溝などの基礎コンクリート
　部分のプレキャスト化製品
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■自由勾配側溝（VS側溝）の基礎コンクリート部分での比較

現場打ちの場合現場打ちの場合現場打ちの場合現場打ちの場合 ＶＳ基礎板の場合ＶＳ基礎板の場合ＶＳ基礎板の場合ＶＳ基礎板の場合

■ＶＳ基礎板の施工写真

　現場打ちの基礎コンクリートと、ＶＳ基礎板を比較すると

長所 基礎部分をプレキャスト化することにより、大幅な工期短縮（約1週間→1日）と、作業効
率の向上（手待ちあり→手待ちなし）、品質の向上が見込める。
短所 自由勾配側溝の歩掛は市場単価のため、基礎板据付の正式な歩掛はないが（U型側
溝据付手間で代用）、現場打ちとの単価比較をすると割高になる。

VS基礎板の方が歩掛での単価は高くなるが、施工時の無駄がなくなるため工期短縮とな
り、総合的に見るとコストダウンにつながる。

・ＶＳ基礎板の据付け時には・ＶＳ基礎板の据付け時には・ＶＳ基礎板の据付け時には・ＶＳ基礎板の据付け時には
①敷均し面をきちんと均しておく。
②作業員二人で調整するとズレが少なくなる。
③指つめには十分注意する。

・据付け後には・据付け後には・据付け後には・据付け後には
①高さ、水平等を必ず確認する。
②基礎板の接続部分と、側溝本体の接続部分
が重ならないように施工する。

・ＶＳ基礎板が有効な現場は・ＶＳ基礎板が有効な現場は・ＶＳ基礎板が有効な現場は・ＶＳ基礎板が有効な現場は

①生コン車が入りにくい、幅員の狭い道路があ
る現場　（写真参考）

②道路を横断する程度の延長の短い現場
（基礎コンクリート養生等の手待ちが無くなる）

③街中での工事で、早期開放を迫られる現場
（プレキャスト製品なので、現場打ちに比べて
早期施工が実現！）
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VS基礎板の使用例
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※国交省等での使用断面

VS基礎板1m VS基礎板2m

※側溝の継ぎ目に、VS基礎板の継ぎ目が当たらない

ように施工してください。

継ぎ目

継ぎ目
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